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I.研 究 目的 ,農 作物 を安定的に栽培す るためには,畑 地帯 における水需要 を十分

に満たす必要があ り,フ ァームポン ド (以下 FPと す る)は ,そ の点で非常に重要

な施設である。現在多 くの FPは 更新 ・改良な どの施設整備が急務 になつてお り,

FPの 貯留容 量が末端 圃場 での水需要の時間集 中に対 して適 当か どうか ,ま た ,そ

れ に費やす コス トの適正化やそれに伴 う受益者負担等が問題 となっている。そ こで ,

本研 究では ,水 利用 の時間集 中が激 しい とされ るハ ウス栽培地区において ,受 益地

にお ける末端 圃場での ピー ク使用水量に対 して必要 となる FPの 貯 留容量について

検討 した。

正.方法  本 研 究は,岐 阜 県袷 山市に位置す る中切団地 と同市に位置す る牧戸団地

で行 つた。調査期間は平成 19年 4月 の下旬か ら同 12月 の上旬である。両団地 とも,

ハ ウスにおいて トマ ト及びホ ウレンノウを栽培 している.固 場へは ,自 然圧及び加

圧 ポンプによ りFPか ら配水 し,FP内 水位 が
一定値 を下回ると揚水ポンプが稼動 し,

渓流水及び地下水を FPへ 汲み上げる配水系統 となっている。調査に際 して FP内 の

水位変化及び揚水ポ ンプの稼動時間を計測 した。FPの 午前 中にお ける最高水位 か

らその 日の最低水位 を引いた値 を調整容量 とし,FPの
一 日の水位変化量に一 日の

揚水量を加 えた値 を使用水量 とした .そ の他 ,作 付 け調査及び農家への聞き取 り調

査 を行 った。これ らか ら,一 日毎の調整容量及び水利用の時間集 中状況 を求め,水

需要の最 も多かった 日における FPの 調整容量について検討 した.

皿.結果及び考察  中 切団地の受益面積は 434aで ,FP容 量は 178.6ポである。調査

期間中で最 も使用水量の多かった 9月 21日 は,トマ トが 156a;ホウレン ノウが 126a

作付 け されていた.そ の 日の使用水量は 214.7ぷ (7.7mm/d)で ,調 整容 量は 84.2

ポであった .使 用水量は 7時 か ら 12時 ,14時 か ら 17時 30分 の二つの時間帯に集

中 していた。一方 ,牧 戸団地の受益面積 は 335aで ,FP容 量は 151ぷ で ある。最 も

使用水量の多かった 8月 10日 は, トマ トが 208a,ホ ウレンノウが 59a作 付 け され

ていた .そ の 日の使用水量は 105.2ぷ (3,9mm/d)で ,調 整容量は 81.8ポであった。

使用水量は 5時 か ら 7時 ,16時 か ら 18時 の二つの時間常に集 中 して使用 された ,

両団地 とも,水 の使用状況に関 しては,時 間集 中を分散 させ るための意図的な行為

ではな く,作 物 の違いによることが聞き取 り調査か ら明 らかになった。また ,揚 水

ポンプの稼動水位 は使用水量の増加する夏季 には高 く設定 されていた。従 つて,今

年度 に関 しては両団地 とも最大調整容量は,FP容 量に対 して 1/2程度であった .ま

た ,農 家への聞き取 り調査において も,水 供給能力の不足 を感 じた農家は少 ないた

め,実 状 においても両団地の FPに は十分余裕があると言 える。以上 よ り,本 年度

と同程度の天候で,同 じ栽培管理が継続す るな らば,両 団地における FPの 規模 は

半分程度まで縮小す ることが出来 る。
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